
開発の方向性に従い、以下の環境で開発を行なった
また、機種依存性を低減するために

Webアプリケーションが妥当であると判断した

表　開発環境

VCS GitHub

IDE VSCode

Python

Streamlit(4)

図２　Webアプリケーションの動作画面

①日本人においては、
　男性の約２０人に１人　女性の５００人に１人が

色覚異常であるとされている(1)　

②色覚異常の人のために、色調整メガネなどがあるが、
　個人に合った色の調整は困難である(2)

色覚タイプや個人差に対応した色調整システム
が必要なのでは？

図３　QRコード

　Ⅲ　開発の方向性

色覚タイプや個人差に合わせた色調整WEBアプリケーションの開発

　Ⅰ　背景 　Ⅳ　WEBアプリケーション開発

　Ⅴ　開発結果

色覚のタイプや個人差によって、適した色の調整が可能な
Webアプリケーションを開発することが出来た(5)

　Ⅱ　色覚とは

＜必要な機能＞
　１．見えにくい色を別の色に近づける
　　色覚異常の人が見にくい色の組み合わせがあり、
　　その色を分離し強調することで、色覚異常の人の
　　「色の見え方」を支援することが可能である
　　例：赤をシアンに、緑をマゼンタ寄りにするなど
　２．個人差への対応
　　色覚にはタイプや個人差があるため、
　　色を調整することで個別最適化する工夫が必要がある 　Ⅶ　引用参考文献
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　Ⅵ　まとめと今後の課題

色覚とは
　光の波長の差を脳が「色」として識別する感覚のこと

網膜にある赤・青・緑の光にそれぞれ敏感な3種類の
「錐体細胞」が、光の情報を脳に伝えることで

色を認識している
＜色覚異常の種類＞

1型色覚：赤に敏感な視細胞（Ｌ錐体）の機能に異常
2型色覚：緑に敏感な視細胞（Ｍ錐体）の機能に異常
3型色覚：青に敏感な視細胞（Ｓ錐体）の機能に異常

　概要

本研究によって、個人差に対応した色の見え方を調整する
Webアプリケーションの開発を行うことができた。

今後は、
　・現実の色ををリアルタイムで調整するシステムの開発
　・ARグラス等へのシステム実装による社会貢献

が課題である

本研究の目的は、色覚タイプや個人差に対応した色調整システムを開発することである。色覚異常の種類について調査し、色
を分離させる程度を変更することのできるスライダー機能を実装することで、個人差に合わせた色の調整ができるWebアプリ
ケーションを開発することができた。今後は、リアルタイムで色を調整するシステムや、ARグラスへの実装が課題である。

＜操作手順＞
　①画像をアップロード
　②色覚タイプを選択
　③スライダーで調整

図１　色覚タイプによる色の見え方の違い(3)


